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共通語彙基盤2016年度案

情報共有基盤推進委員会（須藤委員長）

共通語彙基盤WG（武田委員長）

コア語彙検討SWG

情報連携用語彙データベースの構築

語彙データベースユーザ支援ツールの構築

委
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会

試験運用

アイディア
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アプリコン
テスト

セミナー
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ベ
ン
ト

法人ポータル（METI）
統計データLOS提供（統計局）
自治体での活用状況（森町、金沢区等）
の報告と、語彙基盤説明

試験運用されたデータベース・ツールについて活用法の討論
（アイディアソン）、活用アプリのコンテスト等を実施

IMI技術SWG （API等技術的検討）

IMI運用SWG （運用ポリシ策定、ロゴ運用管理）

2016年度 2017年度

6月
秋 春

IMI応用SWG （活用分野の拡大）

新
規

IMI活用ガ
イドライン

コア語彙
version up

公
開
物

国
際 SEMIC CoPITSCoP
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情報連携用基本語彙
データベースの構築
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共通語彙基盤の全体イメージ
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共通語彙基盤構築事業スケジュール
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試行期間／システム検証作業
結合

テスト

期間

共通語彙基盤
全体スケジュール

語彙
データベース

ユーザー支援
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語彙ＤＢと支援ツールの全体イメージ
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語彙データベース開発プロジェクト
項目 内容

システム開発

• ポータル構築（メニュー、お知らせ、事例紹介）
• 名前空間の整備（語彙、コード・ID）
• データベースの構築（意味/根拠、オントロジー）
• レポジトリの構築（DMD、語彙、コード・ID）
• 管理機能（ユーザー管理、ログ採取）

コンテンツ整備

• 公開中のIEP(情報交換パッケージ)に必要な情報を加え、DMDと
して整備する

• コア語彙に関する以下のデータを、自治体や政府機関関係者な
どの利用者および利用シーンを想定した上で収集整理する。情報
の範囲や内容の妥当性の確認等のため、委員会を設置し意見を
求める。
 意味・根拠データ、オントロジーデータ
 コード、コードリスト、ID型、ID体系

ドメイン語彙
運用検討

• 特定の業務領域で用いられるドメイン語彙の運用方法について、
有識者による委員会を設置し検討を行う。

システム検証

• 仮運用を行い、別途実施される「支援ツール」と接続し試用運用を
行う。

• 仮運用中、上記ツール関係者、コア語彙関係者及び受注者自身
などによりシステムの検証を行い、将来の活用促進に向けた提言
を報告書としてまとめる。
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システム開発（機能ブロック図）
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DMDツール

• DMDの検索・取得
• DMDの雛形作成・登録
• DMDを用いたデータ変換

トップページ
メニュー

おしらせ・新着

ドキュメント

事例紹介ページ

DMDレポジトリ

ポータル
ユーザーインターフェース

レポジトリ・名前空間

意味・根
拠

データ
ベース

オントロ
ジー

データベー
ス

ユーザー管理サービス

DMD API

DMDの登録・検索
取得・管理

語彙API

Web API

語彙サービス

DMDサービス

語彙
レポジトリ

コード・ID API

語彙ツール

• 語彙の一括取得
• 語彙の検証・登録
• 用語の検索・取得
• 用語の意味・根拠の検索
• コード・IDの検索・取得
• コード・IDの作成・検証・登録

ユーザー管理データベース

コード・ID
レポジトリ

ユーザー管理API

意見交換システム

関連情報ページ

• 管理コンソール

• サーバー管理
• ログ管理
• ポータルコンテンツの管理

システム管理機能

ログデータベース



DMD(DataModelDescription)
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構造化したデータ項目のスキーマや項目の値の制限、項目の内容を説明したドキュメントな

ど、データ項目を共有するために必要な情報をひとまとめにしたパッケージ。機械向けの情

報と人間向けの情報の双方を持つ。

ドキュメント例

DMDヘッダー XML版スキーマ例

語彙データベース
ユーザ支援ツールの開発
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ユーザー支援ツール開発プロジェクト
項目 内容

ツール開発
（DMDツール）

◆DMD検索ツール
• ID、名前、概要、作成者、キーワード等による絞り込み検索
• 一覧表示、グラフ構造ビュー、表形式ビュー
• データ変換

◆DMDエディタ
• 構造化データの設計支援
• スキーマの生成、ドキュメントの自動生成

◆DMDビューワ
• 構造化データをグラフ表示

ツール開発
（語彙作成支援ツー
ル）

• コア語彙やドメイン語彙の作成者向けのツール
• 概念の整理の支援機能
• 概念の可視化（グラフ、表形式、集合）
• 登録用テンプレート

ライブラリ開発
• 外部ツールから共通語彙基盤DBを使いやすくするためのライブラ

リを整備。

イベントの実施

• 自治体/省庁、利用事例紹介
• IMIの認知度向上のためのイベント（検討中）

 DMDコンテスト
 アプリコンテスト
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ユーザー支援ツール活用イメージ
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コア語彙

ドメイン語彙
ドメイン語彙ドメイン語彙

コード・IDコード・IDコード・ID

DMD

語彙データベース

Web
API

語彙作成
支援ツール
語彙作成
支援ツール

DMD
ツール
DMD
ツール

自治体システム

DMDによる
データ変換機能
DMDによる

データ変換機能
データ作成者

構造化
データ

ライブ
ラリ

RUBY
JAVA ?
C# ?



DMDエディタ(動作イメージ)
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Step.1 CSVをインポート Step.2 クラスを選択

Step.3 プロパティを追加 Step.4 プロパティにデータを入力

DMD(DataModelDescription)
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構造化したデータ項目のスキーマや項目の値の制限、項目の内容を説明したドキュメントな

ど、データ項目を共有するために必要な情報をひとまとめにしたパッケージ。機械向けの情

報と人間向けの情報の双方を持つ。

ドキュメント例

DMDヘッダー XML版スキーマ例


